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本日は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、あ
りがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。

この４月より、代表取締役社長に就任いたしました本荘でございます。

当社グループ社是の「サービス第一」の精神を旨として、全力を挙
げて当社グループの発展に努めていく所存ですので、どうぞ変わら
ぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

早速ですが、ただ今から、2015年3月期決算と、2016年3月期の見
通しについて、ご説明させていただきます。
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2015年3月期は、増収、増益の決算となりました。

連結売上高は、前年と比べて1.0％増収の1兆5,281億円となりました。

連結経常利益は、ガス粗利益の増加などにより、前年と比べて2.0%増益の1,081億
円となりました。なお、当社子会社が出資するフリーポートＬＮＧデベロップメント社の
気化事業整理に伴う、会計処理の見直しなどにより、2015 年3月期に一時的な費用
を計上しておりますが、2016年3月期には収益を見込んでいます。

連結当期純利益は、投資有価証券の売却や、前期に米国上流事業で減損損失を
計上した反動などにより、前年と比べて83.8％増益の767億円となりました。

ガス販売量につきまして、家庭用は、前年を0.5％下回る21億8,600万立方メートル
となりました。

商業用・公用・医療用は、夏場の気温が低めに推移し、空調需要が減少したことな
どにより、前年を4.1％下回る14億6,500万立方メートルとなりました。

工業用は、一部IPPの契約満了に伴い、大口ガス販売から自家使用にガスのカウ

ント方法を変更したことや、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより、前年を
4.5％下回る41億3,300万立方メートルとなりました。

また、配当についてご説明いたします。

当社は今年10月に創業110周年を迎えます。株主の皆さまの長年にわたるご支援
に感謝の意を表すため、2015年3月期末配当、2016年中間・期末配当において1株
あたり0.5円の記念配当を実施いたします。
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続きまして、3月に修正しました見通しとの対比でご説明します。

連結売上高はほぼ見通し並みとなりました。

連結経常利益は、個別において営業費用が減少したことや関係会社の利益が増

加したことなどにより、見通しと比べて5.0％の増益となりました。

ガス販売量については、家庭用、商・公・医療用、工業用の各用途でほぼ見通し並
みとなりました。

新規事業拡大投資につきましては、海外のエネルギー事業や国内の発電所建設
などへの投資により、投資実行額は924億円となりました。
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ただ今ご説明しました、2015年3月期のガス販売実績をまとめておりま
すので、ご確認下さい。

連結のガス販売量は、前年を3.1％下回る82億9,000万立方メートルと
なりました。

なお、ご参考資料として、31ページに、ガス販売量の月別の推移を用
途別に示しておりますので、あわせてご覧ください。
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こちらには、2015年3月期の決算数値をまとめておりますので、ご確

認下さい。
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資産・負債項目や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。

自己資本は、前年を895億円上回る8,884億円となりました。

設備投資は、前年に三重・滋賀ライン、姫路・岡山ラインが開通し、基幹導管投
資が減少したことなどにより前年を47億円下回る1,193億円となりました。

なお、ROAは、前年を1.8ポイント上回る4.3％、ROEは、前年を3.7ポイント上回
る9.1％となりました。
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2016年3月期は昨年3月に発表した、3カ年中期経営計画「Catalyze Our 

Dreams 2020」の2年目にあたります。

今後予定されている電力・ガスシステム改革に対して着実に備えていくととも

に、国内エネルギー、海外エネルギー、ライフ＆ビジネス ソリューションの各分

野で将来の成長に向けた事業の拡大に取り組んでいきたいと考えています。
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2016年3月期の具体的な見通しについてご説明いたします。
2016年3月期は、減収、経常利益は増益、当期純利益は減益の見通しです。
連結売上高は、LNG価格の下落に伴う、都市ガスやLNG、電力の販売価格下落な

どを織り込み、前年と比べて10.4％減収の1兆3,685億円を見込んでいます。

連結経常利益は、電力事業での減益などを織り込むものの、ガス粗利益や関係会
社での利益の増加などにより、前年と比べて1.7％増益の1,100億円を見込んでいま
す。

連結当期純利益は、前年に有価証券の売却による特別利益を計上した反動などに
より、前年と比べて4.2％減益の735億円を見込んでいます。

ガス販売量について、家庭用では、平年気温を前提としたことにより、前年を0.7％
上回る22億200万立方メートルを見込んでいます。

商業用・公用・医療用は、お客さまの省エネルギー推進の影響などを織り込み、前
年を1.3％下回る14億4,600万立方メートルを見込んでいます。
工業用は、新規需要開発やお客さま設備の稼働増加などを織り込み、前年を3.5％

上回る42億8,000万立方メートルを見込んでいます。

新規事業拡大投資は、海外エネルギー事業への投資を中心に引き続き積極的に
進めてまいります。投資額は1,480億円を計画しています。
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2016年3月期のガス販売見通しを、こちらにまとめております。

連結ガス販売量は、前年を2.0％上回る84億5,900万立方メートルを
見込んでいます。
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こちらには、収支等の見通し数値をまとめておりますのでご確認下さ
い。

前提となる原油価格は、年間平均で1バレルあたり65ドル、前提とな
る為替レートは、1ドルあたり120円としています。
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資産・負債項目や、主な財務指標の見通しは、ご覧の通りです。

設備投資は、海外上流案件の開発や国内で発電所の建設を進めることなどか

ら、前年を59億円上回る1,253億円を見込んでいます。

ROAにつきましては4.0％、ROEにつきましては8.3％を見込んでいます。
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最後に、フリーキャッシュフローの使途について、ご説明します。

2016年3月期のフリーキャッシュフローは、1,295億円となる見通しです。

また、前年を上回る総額1,480億円の新規事業拡大投資の実行を見込んでおり、
これをフリーキャッシュフローと借入金で賄う予定です。

新規事業拡大投資については、約半分を海外エネルギー事業への投資に充
てる予定です。既に参画を意思決定している上流案件の開発投資などを計画し
ています。また、本日、米国・メリーランド州において建設中の天然ガス火力発電
事業へ参画することをプレスリリースいたしましたが、中下流事業への投資も進め
ていきたいと考えています。

また、国内エネルギー事業では、名古屋で石炭火力発電所の建設を進めるほ
か、新たな石炭火力発電所の建設に向けた準備を進めるために、電源開発様や
宇部興産様と共同設立した山口宇部パワーへの出資を行い、事業化に向けた
検討を進めてまいります。

ライフ＆ビジネス ソリューション事業では、収益不動産の取得のほか、先日プレ

スリリースいたしました水澤化学工業への出資など、材料ソリューション分野への
投資などを進めていきます。

お手元には参考資料を添付しておりますので、後ほどご覧ください。

以上で、2015年3月期決算と、2016年3月期の見通しについてのご説明を終わ
らせていただきます。
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